
第 3 回 H＆R Peace Project 

 

2026 年 6 月 27 日、今年で 3 回目を迎える「H＆R Peace Project」が行われた。 

 これは私達が毎年 2 月に行う「ハローアルソン・フィリピン医療ボランティア」とは異

なり、ごく少数のメンバーで通常では到底行くことができない最貧困層、しかも電気や水

道もない山林の村に歯科医療支援や物資支援を行うことを目的として発足した活動である。 

 

 現在 2 月の現地活動には毎年 100 人を超える人たちが参加をしてくれている。とてもあ

りがたく本当に心から感謝をしている。参加者の増加によってより多くの患者さんを治療

することができ、物資支援の輪も年々広がり、数千人単位のスラムの人達に物資を寄付す

ることができた。 

しかし、団体が大きくなれば良い事ばかりではなく、それ相応の制約や危険を伴うこと

も事実である。特に現地活動の際、私達が訪れることができる地域の選定はとても重要に

なる。100 人を超える日本人、それを支えてくれる現地スタッフや集落のメンバー、セキ

ュリティなど、毎回一つのエリアの活動に数百人のチームが結成される。そのためそれを

受け入れることができる会場や相応の規模のスラムが対象となり、大型バスや沢山の器材

の搬入ができる場所となると、本来地域を選定する第一基準となる「貧困率」が反映され

ない場合がある。これはある意味では致し方ないが、やはり 20 年前に会を発足した時の理

念とは少し離れてしまっているように私には思えていた。 

 そして 10 年前、私は初めてその悩みを現地リーダーでもあり長年の友人でもあるリッキ

ー氏に話すと彼もまた同じ思いでいたことを知り、それならば 2 月の活動とは別に私と彼

が中心となって少人数で移動も自由にでき、更に支援が必要な地域の人達のもとに行こう

と新たな活動を作る計画をたてた。そしてついに 2018 年、ハローアルソンの「Ｈ」ラハ・

ソライマン・ロータリークラブの「Ｒ」をとり、「H＆R Peace Project」を発足した。 

 コロナ禍で中断していたが、今回第三回目の活動を開始し、今年は団長の私、東京支部

いまにし歯科診療所 今西先生、岡山支部きもと・まなべ歯科ｸﾘﾆｯｸ 木本先生の 3 名、そ

して私の医院のスタッフのセスさん、写真係として事務長渡邊さんの計 5 名が参加をした。 

  

「BARANGAY MAMUYAO  TANAY. RIZAL」 

 

 今回の活動エリアはマニラ市中心部から南に車で約3時間に位置する RIZAL・TANAY。 

 

 早朝 5 時、いつも滞在するホテルにメンバーが迎えに来た。前日に準備した器材や薬剤

を手分けをして車に詰め込む。夜が明け徐々に朝の通勤ラッシュが始まる中、いよいよ目

的地の村に到着するのだが、ここからが大変だ。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                前日の器材準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  当日の朝 



 山林を下り進んでいくと、目の前にはいくつもの川が見える。事前にメンバーから大雨

の時は車が入れない為、歩かなければならないと聞いていたが今回はなんとか渡れるレベ

ルのようだ。 

 水の流れをかき分け、大きな石を回避し、車が止まらないよう少しずつ進んでいく。車

内はまるで遊園地のアトラクションのように揺れるが、もはや引き返すことはできずただ

無事に着くことを祈るばかりだ。 

 凸凹道を進みようやく村に着くとそこには現地のチームが行政と共に数年間かけて作っ

た小さな学校と屋根付きのバスケットコートが見えた。 

 以外にも綺麗な建物だが電気はなく、小さな自家発電機があるだけだ。外は今にも雨が

降りそうな薄暗い雲が立ち込め、もし大雨が降れば来た道の川は渡れないだろう。 

 しかしそんな不安を言っても始まらない。私たちは車から器材を降ろし、治療会場の導

線や配置を相談しながら治療の準備にとりかかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この村には現在 315 世帯、1,218 人の人達が住んでいる。ここには公立の小学校だけが

存在し約 200 人の子供たちが通学している。フィリピンでは日本と同じように 6 年間小学

校に通ったあとは、中学校という制度はなくその後 6 年間高校に通う。しかしここには高

校自体が存在しないため、約 30 分の道のりを歩き、隣町のサントニーニョ高校まで行くと

いう。住人たちは主に農業によって生計を立てている。ショウガやジャガイモなどを栽培

し町に卸す。一日約 600 ペソ（約 1600 円）の収益となるが毎日ではなく、収入は不安定

だ。そのため今朝通ってきた川の魚などを捕り自給自足の生活をしている。村には小さな

診療室があるが器材や薬剤はなく、重病や大きな怪我の場合は自力で山林を抜け町まで行

き、更に救急車で 1 時間かけて大きな病院まで行かなければならない。 

 あまりにも不便で過酷な環境に「なぜここに住み続けるのか」と尋ねると、やはり先祖

代々の土地や生活、文化を守りたいという気持ちが強いといった答えに、利便性だけでは

言い表せないそこに生きる人々の深い思いを感じずにはいられなかった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



すでに会場には住民たちが治療の開始を待っている。私たちが器材の準備をしている間、

ロータリークラブの助けを借りてカルテの問診表の記入が始まった。 

 今回の治療は「抜歯のみ」。いつもの活動のように虫歯を治したり、入れ歯を作ったり、

お口の中のクリーニングをしたりという治療はできない。ただひたすら痛みのある歯、感

染の強い歯を抜くだけだ。 

 今回は私達 3 人の歯科医師が二つのテーブルを使いながらいつでもフォローし合えるよ

うに隣同士で治療をすることに決めた。そして中央に消毒と器材準備を担当する歯科助手

セスさんのテーブルを置き、今西先生の掛け声と共にいよいよ治療が開始する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「暗闇の中で」 

 

 治療が始まった。住民たちが次々とやってくる。今日でできるのは抜歯のみ。日本なら、

いや、2 月の活動ならば治すことができる虫歯もここでは痛みを取るために抜歯をせざるを

得ない。私は一人ひとり問診をしながら 1 本、また 1 本と抜いていく。   

1 時間ほど経っただろうか。外では雨雲が立ち込め、スコールが降り始めた。雷鳴がと

どろき、電気のない会場は一気に暗闇となった。私の隣にはロータリークラブのメンバー

が手元をライトで照らしてくれてはいるが、消毒ブースや患者さんの移動はとても見づら

く危険だ。そんな中、突然会場が明るくなった。それはロータリークラブのメンバーたち

が車を移動させ、車のライトで会場を照らし始めてくれたのだ。本当に嬉しかった。彼ら

は必死に治療をする私達の姿を見て、何も言わず自分たちができることを素直にやってく

れた。私は心からの感謝とともにボランティアの持つ本当の心の絆を感じながら、再び歯

を抜き始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「悲しみの原点」 

  

 20 年前、今私の両隣にいる彼らと共に「ハローアルソン・フィリピン医療を支える会」

を立ち上げた。 

 私の師、会長林春二先生を筆頭に私は日本で決して歯を抜かない治療を目指すと同時に、

この 20 年間フィリピンのスラムで自分の無力さと貧困の現実に苛まれながら数万本を超え

る大切な歯を抜いてきた。今、目の前には私の子供よりもはるかに小さな子供たちが恐怖

と不安を押し殺すように口を開け、痛みから解放されるのを待っている。 

 正直、私は現在会の団長という立場から、毎年 2 月の活動では参加者の皆さんの安全面

や現地チームや行政との橋渡しのような職責を担っており、歯科医師として実際に治療を

する立場ではなくなっている。しかしこの「H＆Ｒ」では 20 年前、初めてこの地を訪れた

時のように全てを自分たちで行い、そして抜歯という最大の悲しみの原点を自らの手で再

び感じている。隣にいる彼らも同じ気持ちだろう。彼らは私の大学の同級生で 30 年以上苦

楽を共にし、切磋琢磨をしてきた友だ。その彼らと共に何を語るわけでもなく、ただ目の

前の現実を噛みしめながら歯医者として、一人の人間として様々な思いを抱き、歯を抜い

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 私にはこの「Ｈ＆Ｒ」が一種の「原点」となっている。どんな理由があるにせよ、歯医

者にとってもっとも切ない瞬間を瞼に焼き続けさせ、子供たちの骨の中から大切な歯を引

き抜くときに伝わるまさに歯の悲鳴にも似たあの感触を忘れないためにも、私はこの活動

をやり続けていきたいと思っている。 

 今回治療を希望する 61 名全ての住民の治療を行った。抜歯後皆口々に笑顔で「サラマッ

ポ・ありがとう」と言って帰って行く。気が付くとスコールが止み強い日差しが会場に入

ってきた。 

片付けをし、メンバーたちと記念写真をとりながら再びあの川を渡る時、私の心の中に

去来したのは 20 年前、初めてスラムで歯を抜いた時と同じ切なさだけだった。しかしあの

頃と一つだけ違うことがある。それはいつも私を支え、理解し、互いを高め合うことがで

きる仲間の存在だ。そして彼らもまた私と同じように治療をした達成感よりも、何倍もの

悲しみを再び背負ったことだろう。 

雨が上がり、川のトロ場で子供たちが水浴びをしながら手を振っている。その中に先ほ

ど私が歯を抜いた子の姿を目にした。痛みから解放され無邪気に笑う子供たち・・・。 

私は彼らに向かって手を振り、この村を後にした・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これから・・」 

 

 20 年間毎年 2 月にフィリピンのスラムを訪れ、会発足時、たった 23 名で始まった活動

も今では 100 名を超える皆さんと共に数千人の患者さんの治療や数万本を超える歯ブラシ

の支援をさせて頂いている。本当に心からの感謝しかない。 

 しかしフィリピンにはまだまだ沢山の貧困地区があり、たった 1 本の虫歯で重篤な病に

発展してしまう人達も大勢いる。 

 私は今 52 歳だ。後どれくらい歯科医師として医療という現場に立つことができるか分か

らないが、これからも私を頼ってくださる皆さんのために人生を懸けて一生懸命治療をさ

せて頂きたいと思う。そして同時に運命に導かれ師林春二先生との出会いは私に一人の人

間としての在り方、「心の豊かさ」の大切さを学ばせた。私の留守中、沢山の方々にご迷惑

をおかけするが、どうか皆さんの深いご理解を頂きたい。フィリピンのスラムにはたった1

本の歯ブラシに困窮し、日本では治せるはずの大切な歯を幼くして次々と失ってしまう現

実がある。 

以前、ある方に「何故ボランティアをやるのか？」と尋ねられたことがある。正直未だ

に明確な答えは出ていない。しかし、20 年という年月で感じたことがある。初めてスラム

に立った時、誰かの為にという思いで始めたが、やればやるほど実は自分自身が誰かによ

って生かされていることを知った。スラムの多くの子供たちの涙をみるたび、優しい人間

になろうと日々努力をしたが実は自分が人の優しさによって生きていることを学んだ。  

だからこそボランティアの理由よりも私は誠実にその思いに応え続けようと思う。 

 

皆さんがこの手記を読み終えたとき、この現実を皆さんが知ったとき、心の中に「何か」

を感じ芽生えたら是非物資や募金のご協力をどうぞよろしくお願いします。 

 私の活動のすべての力の源は皆さんの温かいご支援のお陰です。私はこれからも皆さん

のお口の健康と貧困に喘ぐスラムの子供たちのために誠心誠意、一、歯医者として、ひと

りの人間として 頑張って参ります。 

 


